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by ILgh Tcmpcrature Shock

緒    言

カイコの幼虫脱皮の回数は,眠の回数をもってかぞえ

られ一般に眠性と呼ばれているが普通の品種では4回 (

4眠蚕),品種によっては3回 (3眠蚕)あるいは 5回

(5眠蚕)のものもあり,何れも遺伝的形質である。従

って眠性は遺伝子によって定められるといえる。 しか
し,眠性は幼虫期の発育過程の環境条件で変化すること

が多くの研究者(4～ 8,10～17)に より明らかにされており,

なかでも飼育中の高温多湿は眠性を減少させる方向に働

らくことが報告されている。一方,これら幼虫脱皮はホ

ルモン的な支配をうけており FUKUDA(1.り によリア
ラタ体と前胸腺から分泌される2種のホルモンの協同作

用によって誘発されるものであることが明らかにされて

ヤヽる。

著者らは4令起蚕に高温衝撃を行なって眠性をかえ,

それらのカイコの体液蛋白質の変動について調べ若千の

(9)

知見を得た。以下その大要を述べる。

材 料 お よび方 法

材料には万里X郡光を用い,飼育温度は約 25° Cと し

て普通飼育を行なった。 高温衝撃は 4令起蚕から 48時

間,温度 38° Cの恒温室内で行ない,湿度は桑葉の萎凋

を防ぐためパラフィン紙で包んで保った。処理後は無処

理のものと同じく普通飼育とした。体重は蛋白質の定量

ならびに電気泳動に用いた数個体の平均値で示した。蛋

白質の定量は Lowryの方法によって発色させ,牛血清

albumin量 に換算した。 また,ア クリルアミドゲルデ
ィスク電気泳動は前報 (。)において述べた方法と同様で

あるので省略する。

実験結果および考察

4令起蚕に高温衝撃を行ない眠性の変化を調べた結果

は第 1表に示すとおりで, 3眠蚕の出現割合は96%と非
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Experiments on change of haemolymph prOteins of the three― moulters which were

decreased in mOulting― number by neans ot high temperature shock were described
in the Present paper.

1.  The 4th instar larvac of lヽanri × Gunk5, one O£ varieties of silkworm, vere

exPosed to high temperature of 38° C for 48 hours in the lst day of this instar. The

result was that 96 pet cent of those larvae went do、 7n One moulting compared to what

is normal for its kind.

2.  The、 Teight of those three― moulters tell to 40 per cent of that of control larvae

(Four― moulter)and the weight of pupae of three― moulters sho、 ved a same tendenCy

tOO・

3.  Change oF concentration of haem。 lymph prOteins and its electrOPhOretiC Patterns

in the three― moulters had a similar tendency to that in the last instar oE control lar‐

VaC(fOur_moulter).  The abOve facts suggested that the change of physiological con_

ditionsぢ2υ

'υ

ο in the last instar Of three― moIIters brought about by means of high

temperature shock, 、vere similar tO that in the last instar oE control larvae.
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常に高く, 4眠蚕は4票しなかった。

第1表 高温衝撃による眠性の変化

品種 :万里ヌ都光,処理温度 :38℃

諸星(1416)は 4令起蚕を高温多湿 (40°C,88%)に
1昼夜接触させた場合3眠蚕が28%生じた。橋口(4)も

ほぼ同様な処理により,6%の 3曝蚕の発現々 4てぃる。

さらに岩下(の は4⌒初苅た温度も3° C,(湿度90%で 2日

間飼育した結果,品種によって90%以上の3眠蚕の出現

を報じているЬまた,KOσURE(12)は 原種工り交雑種
だ3破蚕勇ミ発生し易いことを報告して tヽ る。  j:
本実験においてヨ眠蚕の出現が高率を示したことは処

理温度や期間が適当であり1・ しかも材料が交雑種であっ:|

たことなどが関連して以上の結果となったものと考え

ると  `… ―
      ― ,     t

ま々 幼虫Q体享Q変14Ⅲ第1図に示すとお9Fあ P々
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第 1図 高温衝撃蚕の体重の変化
実線 :対 照 蚕

: 
´
   ● 点線:高温衝撃蚕

党粛蓋あ泳童減4令 5日
t目

,眠た入るまで増加を続 け

たと次いで 3苓起蚕となって二時体重が減少したが,そ

の後 3日 目頃より急速な増加を示し, 6日 目の雌幼虫で

は最高 4.25夕 に達し, 8日 目に熟蚕となった。 一方,
処理蚕の体重は初め対照蚕より軽く,その後眠に入るこ

となく除々に増加を続け4令 9日 目のH4幼 虫では最高
1,7夕 と対照蚕の約i40%の体重に達した,そして 10日 目
に熟蚕となった。また,こ の間雌幼虫の体重は常に雄幼

虫に比らべ大であったとなお,処理蚕で初期の体重の少

なかったことは高温処理中の摂食量が少なかったことに

よるものと考えられる。

一方,体液蛋白質濃度について調査した結果は第 2図

に示すとおりである。対照蚕の体液蛋白質濃度は4令初

1含    5株 争
d45678

第_2図 高温衝撃蚕の体液蛋白質濃度の変化
実線 :対 照 蚕
点線 :高温衝撃蚕

期から4, 5日 と増加を示した,次 いで 5令起

蚕, 2日 日と減少したその後 5令 4日 目頃より急

速に増加して熟蚕期最高に達レ体旗 lガ当り雌幼

虫で120ヵ,雄幼虫で 63.8膠 となったJ処理蚕で

は4令 4日 目頃まで除々に増加し対照蚕に比し若
(日 ) 年低i(傾高尼五二握

.】

て,、必あ稜急纏た藉加τ象曇
期雌で■Q隠,雄で 55i5孵と最大に達した。この

ょうに狸理蚕の公液蛋白質濃度は対照季に比らがゎづか

に少ない程度であった。      ‐
福田。松本(3)は 4令初期にアラ1客体を摘出した蚕を

材料として,血液屈折率の変化につぃて変態ホ″モンと

の関連のもとで調べ,摘出蚕は手術後12時間を経ると正

常蚕に比し屈折率が高くなり,以後増加の一途をたどり

熟蚕に至って最高値に達したことを報告している。

本実験においても上述の如く処理蚕で高温処理後体液

蛋白質濃度は増加を続け,対照蚕の5令期における増加

とほぼ同様な傾向を示し熟蚕期に最高に達した。

次に;体液蛋白質のアクリルアミドゲル電気泳動像に

ついてみると第3, 4図に示すとおりである。対照蚕に

体
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第 3図 カイコ幼虫体液蛋白質のアクリルアミドゲ

ル電気泳動像

(対 照 区)
1:4令 4日 , 2:5令起蚕 ,
3:5令 3日 , 4:5令 6日
5:5令 8日 (熟蚕),
M:雄,F:雌

おいては前報(9)に報告した如く4令では起蚕より体液

蛋白質濃度の増加とともに各バンドの濃度が増し4令 4

日頃には 7～ 8本のバンドがみられた。次いで 5令起蚕

となって各バンドの濃度も減少したが 5令 4日 頃より再

び各バンドの濃度の増加や新しいバンドの出現 もみら

れ,また雌雄差も明らかとなった。そして熟蚕期には9

～10本のバンドがみられ各バンドの濃度も最高 となっ

た。

処理蚕では4令 5日 目頃までは対照 4令蚕とほぼ同様

な泳動像を示した,しかし6日 目頃より体液蛋白質濃度

の増加につれて各バンドの濃度の増加と新しいバンドの

出現がみられた。また雌雄差も明確となって来た。丁度

対照蚕の 5令 4日 目以後の状態とほぼ同様な泳動像の変

第 4図 カイコ幼虫休液蛋白質のアクリルアミドゲ
ル電気泳動像

(高温衝撃区)

1:4令 4日  2:4令 6日
3:4令 7日  4:4令 10日 (熟蚕)
MI雄,F:雌

動がみられ,熟蚕期には濃度の高い 9～ 10本のバンドが

みられた。

一般にアラバ体ホルモンの作用は令の初期において強

いが,その作用力は次第に減退し中期以後になると殆ん

どその作用はなくなってしまう。これに反し前胸腺ホル

モンの作用は令の初期に弱く後期に強いことが認められ

ている。さらにカイコの幼虫期全般について考えれば稚

蚕期はアラタ体ホルモンが主導権を有する成長の時期で

あり,壮蚕期は逆に前胸腺ホルモンの作用が優位を示す

発育の時期であると考えられている。従って最終令の末

期において行なわれる化蛹という現像は前胸腺ホルモン

単独の作用によって誘導される脱皮であらうといえる。

本実験において4令初期に高温衝撃を行ならた結果 3

眠蚕の生じたことは高温衝撃によって内分泌器官が何ら

4
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かの影響をうけ,前胸腺ホルモンの作用が相対的に優位
な状態になったことに関連して生じたものと考え られ

る。

以上述べたように高温衝撃によって生じた 3眠蚕の体

重は対照 4眠蚕のそれの約40%にとどまった。・しかしな

がら体液蛋白質の濃度や電気泳動像の変動について調べ

た結果,処理 3眠蚕では対照 4眠蚕の5令期における変
動とはぼ同じ傾向を示した。このことは処理蚕の体内生

理状態が 4眠蚕の4令期に相当する部分を省略して5令

期におけるそれとほぼ同じ状態にあったことを表わすも

のと考える。

総    括

カイコ幼虫の発育過程で高温衝撃を行なって眠性をか

え,それらの体液蛋白質の変動について調べた。
1・ 材料として万里X郡光を用い, 4令起蚕から48時

間高温 (38°C)衝撃を行ない眠性の変化を調べた。 そ
の結果96%の高い割合で 3眠蚕が生じた。
2. 処理 3眠蚕幼虫の体重は対照 4眠蚕のそれの40%

にとどまった。

3.体液蛋白質の濃度ならびに電気泳動像の変動を調
べた結果,処理 3眠蚕では対照 4眠蚕における5令期の

変動とほぼ同様な傾向を示した。このことから処理 3眠

蚕の体内の生理状態は4眠蚕の5令期のそれとほぼ同じ

状態にあるものと考えられる。

引 用 文 献

1.FUKUDA S. :P′ οぢ.力ψ・ И伽″・ /7Prr2, 16,
417-420 (1940)

2.FUKUDA S.:デ .乃,.d房 . ビ鶴 ο y確ケυ・ Sec.

Ⅳ,6,477～ 532(1944)

3,福田宗―・松本正:日蚕雑,29,271～ ?72
(1960)

4. 橋口勉 :鹿児島大農学報,1勇 1～47(1964)

5,池 田栄太郎 :蚕業新報,19,(225)15～ 20

(1911)

6.岩下嘉光 :日蚕雑,28,164～165(1959)
7.金崎真英 :日 蚕雑,8,86～87(1937)
8.河合孝 :日 蚕雑,24,103～107(1960)
9・ 小原隆三・ 河合孝 :鳥取農学報 ,21,18～23

(1969)

10・ 木暮槙太 :日 蚕雑,1,265～ 266(1930)

■・ 木暮槙太 :長野蚕試報告,23,1～36(1932)

12. KOGURE M.:デ .Dψど,4g″。つ加物 力ψ.
助わ,,4,1～ 93(1933)

13.松村季美・ 石坂義高 :長野蚕試報告,乳 1ヽ 136

(1929)

14.諸星静次郎 :九大農学芸雑,8,276～281(193り
15,諸星静次郎 :遺伝雑,15,106～107(1939)
16.永盛新三郎 :応動,4,93～96(1932)
17。 佐 木々静 :日 蚕雑,5,250～ 251(1934)


